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団
と
学
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教
練
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山
田
顕
義
「
建
白
書
」
を
中
心
に
─
─
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志

　

は
じ
め
に
─
岩
倉
使
節
団
と
学
校
教
練
を
取
り
上
げ
る
意
義
─

一　

山
田
顕
義
「
建
白
書
」
と
学
校
教
練

二　
『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
学
校
教
練

三　

元
老
院
と
学
校
教
練

　

お
わ
り
に
─
岩
倉
使
節
団
が
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
与
え
た
影
響
─

は
じ
め
に
─
岩
倉
使
節
団
と
学
校
教
練
を
取
り
上
げ
る
意
義
─

岩
倉
使
節
団
は
、
一
八
七
一
年
か
ら
七
三
年
ま
で
、
欧
米
を
回
覧
し
て
友
好
親
善
を
図
る
と
と
も
に
、
視
察
調
査
を
行
っ
た
使
節
団
で

あ
る
。
正
使
に
岩
倉
具
視
、
副
使
に
木
戸
孝
允
・
大
久
保
利
通
・
伊
藤
博
文
・
山
口
尚
芳
と
、
当
時
の
明
治
政
府
の
中
心
人
物
を
配
し
て

い
た
。
田
中
彰
に
よ
れ
ば
、
岩
倉
使
節
団
は
「
明
治
政
府
の
薩
長
藩
閥
実
力
者
を
ト
ッ
プ
に
し
て
、
幕
末
以
来
の
国
際
的
な
経
験
や
西
欧



一
一
四

の
文
化
の
蓄
積
を
持
つ
旧
幕
臣
を
は
じ
め
有
能
・
多
彩
な
人
材
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
）
（
（

」
の
が
特
徴
で
あ
り
、
岩
倉
使
節
団
の
団
員

は
帰
国
後
、
政
府
の
要
職
を
占
め
る
な
ど
し
て
、
そ
の
後
の
日
本
の
政
策
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
く
。
本
稿
は
、
岩
倉
使
節
団
を
、
日
本

に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
与
え
た
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
学
校
教
練
と
い

う
語
を
、
軍
人
養
成
を
目
的
と
し
な
い
普
通
教
育
機
関
で
行
わ
れ
た
、
軍
隊
に
お
け
る
兵
士
の
訓
練
に
起
源
を
持
つ
身
体
的
な
訓
練
の
意

味
で
用
い
る）（
（

。

日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
は
、
一
定
の
準
備
期
間
を
経
て
一
八
八
〇
年
代
前
半
に
歩
兵
操
練
と
い
う
形
態
で
中
学
校
や
師
範
学
校
に
導

入
さ
れ
た
後
、
森
有
礼
に
よ
っ
て
兵
式
体
操
と
い
う
形
で
初
等
・
中
等
普
通
教
育
機
関
の
男
性
に
義
務
付
け
ら
れ
、
近
代
日
本
の
学
校
教

育
制
度
上
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
岩
倉
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
た
時
期
は
近
代
日
本
の
兵
制
や
学
校
教
育
制
度
が
よ
う
や
く
形
づ
く

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
岩
倉
使
節
団
で
兵
部
省
理
事
官
で
あ
っ
た
山
田
顕
義
が
、
帰
国
後
に
学

校
教
練
の
導
入
を
主
張
す
る
な
ど
、日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
際
し
て
岩
倉
使
節
団
の
派
遣
が
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
い
。

先
に
筆
者
は
、別
稿）（
（

で
森
有
礼
に
よ
る
兵
式
体
操
導
入
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
中
で
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
や
山
田
顕
義
「
建

白
書
」、
そ
し
て
元
老
院
に
お
け
る
学
校
教
練
を
め
ぐ
る
議
論
の
検
討
を
行
っ
た
が
、
個
別
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
岩
倉
使
節
団
」

と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
行
っ
て
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、岩
倉
使
節
団
が
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
与
え
た
影
響
の
解
明
と
い
う
観
点
か
ら
、山
田
顕
義
「
建
白
書
」
や
『
米

欧
回
覧
実
記
』
の
記
述
、
さ
ら
に
は
元
老
院
に
お
け
る
議
論
を
、
検
証
し
直
す
こ
と
を
目
指
す
。
以
下
に
、
ま
ず
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」

を
岩
倉
使
節
団
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
、
そ
の
特
徴
を
概
観
す
る
。
次
に
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
の
内
容
を
、
岩
倉
使
節

団
の
全
体
記
録
と
し
て
位
置
付
け
を
持
つ
久
米
邦
武
編
修
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
記
述
と
照
合
し
て
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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そ
し
て
、
明
治
前
期
に
お
け
る
立
法
審
議
機
関
で
あ
っ
た
元
老
院
で
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
が
提
起
し
た
学
校
教
練
論
が
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
岩
倉
使
節
団
出
身
の
元
老
院
議
官
を
中
心
に
概
観
し
た
の
ち
、
岩
倉
使
節
団
が
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練

の
導
入
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一　

山
田
顕
義
「
建
白
書
」
と
学
校
教
練

山
田
顕
義
は
長
州
出
身
の
軍
人
・
政
治
家
で
あ
る
。
山
田
は
、
岩
倉
使
節
団
で
兵
部
省
理
事
官
と
な
り
、
軍
制
関
係
調
査
の
責
任
者
の

立
場
に
あ
っ
た）（
（

。
し
か
し
、
大
久
保
利
謙
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
立
公
文
書
館
に
現
存
す
る
理
事
官
の
報
告
集
で
あ
る
「
理
事
功
程
」

に
は
山
田
の
理
事
功
程
だ
け
が
存
在
し
て
い
な
い）（
（

。
一
方
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
と
題
す
る
文
書
が
『
明
治
文
化
全
集
』
に
集
録
さ
れ

て
世
に
知
ら
れ
て
い
る）（
（

。
以
下
に
述
べ
る
理
由
か
ら
、
こ
の
山
田
の
「
建
白
書
」
は
、
岩
倉
使
節
団
の
兵
部
省
理
事
官
の
報
告
と
し
て
太

政
官
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、何
ら
か
の
原
因
で
現
存
す
る「
理
事
功
程
」に
は
加
え
ら
れ
ず
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
野
作
造
は
こ
の
文
書
に
つ
い
て
「
歸
朝
後
早
々
に
書
か
れ
た
」
と
推
定
し
て
い
る
が）（
（

、
大
久
保
利
謙
が
指
摘
す
る
よ
う
に）（
（

、

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
七
月
一
四
日
付
で
出
さ
れ
た
報
告
等
未
提
出
に
つ
い
て
の
太
政
官
か
ら
の
「
督
促
」
の
対
象
者
に
山
田
顕
義
も

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
太
政
官
に
報
告
は
「
提
出
」
さ
れ
て
は
い
な
い）（
（

。
し
か
し
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
三
月
三
一
日
付
で

太
政
官
か
ら
提
出
の
「
督
促
」
を
受
け
た
対
象
者
に
山
田
顕
義
は
含
ま
れ
て
い
な
い）（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
に
山
田
の
報
告
書
が
太
政

官
に
提
出
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み
に
、
岩
波
書
店
『
日
本
近
代
思
想
大
系
四　

軍
隊　

兵
士
』
の
「
解
題
」
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に）（（
（

、
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
同
内
容
の
史
料
に
は
「
明
治
六
年
九
月
十
二
日
」
と
い
う
日
付
と
「
陸
軍
少
将　

山
田
顕
義
」
と
い
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一
六

う
署
名
が
入
っ
て
い
る）（（
（

。
も
し
、
九
月
一
二
日
に
こ
の
文
書
が
太
政
官
に
提
出
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
文
部
省
理
事
官
田
中
不
二
麿
が

「
米
國
之
部
」
の
み
を
提
出
し
た
九
月
八
日）（（
（

に
続
く
、
最
も
早
い
提
出
で
あ
り
、「
山
田
だ
け
は
早
く
報
告
書
を
出
し
た
が
、
他
の
連
中
は

歸
つ
て
も
何
の
意
見
を
出
さ
ぬ
の
は
怪
し
か
ら
ぬ
」
と
い
う
論
が
明
治
六
・
七
年
の
刊
行
物
に
見
ら
れ
た
と
い
う
吉
野
作
造
の
指
摘）（（
（

と
も

合
致
す
る
。
な
お
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
の
中
に
「
明
治
四
年　

理
事
官
山
田
顕
義
報
告
」
と
表
書
き
を
し
て
太
政
官
と
記
さ
れ
た

罫
紙
を
綴
じ
た
冊
子
が
あ
る
。
内
容
は
他
と
同
じ
で
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
史
料
と
は
異
な
り
、
末
尾
の
日
付
と
署
名
は
入
っ
て

い
な
い）（（
（

。

大
久
保
利
謙
は
、
山
田
が
山
縣
有
朋
に
対
す
る
不
満
を
表
明
す
る
た
め
に
、
報
告
書
を
意
図
的
に
提
出
し
な
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る

が
）
（（
（

、
以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
山
田
が
太
政
官
か
ら
督
促
を
受
け
て
、
理
事
官
と
し
て
の
報
告
を
一
八
七
三
年
九
月
段
階
で
提
出
し
た
も

の
の
、
何
ら
か
の
理
由
で
現
存
す
る
「
理
事
功
程
」
か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
た
と
解
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

と
も
あ
れ
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
内
容
面
か
ら
し
て
も
、
岩
倉
使
節
団
に
兵
部
省
理
事
官
と
し
て
加
わ
っ

て
調
査
し
た
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
後
に
元
老
院
議
官
と
し
て
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊

教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ
意
見
書
」
提
案
者
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
る
山
田
の
学
校
教
練
論
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で

あ
る
。
以
下
に
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
で
展
開
さ
れ
る
学
校
教
練
論
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

山
田
顕
義
「
建
白
書
」
は
、「
去
ル
辛
未
ノ
冬
、
顕
義
陸
軍
理
事
官
ト
シ
テ
欧
米
各
国
エ
被二差
遣一候
旨
拝
命
）
（（
（

」
と
い
う
書
き
出
し
の
前

書
き
で
始
ま
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
年
一
〇
月
二
二
日
（
一
八
七
一
年
一
二
月
四
日
）
付
で
山
田
が
岩
倉
使
節
団
の
理
事
官
に
任
命
さ
れ
た

こ
と
を
指
し
て
い
る）（（
（

。
そ
の
後
、こ
の
前
書
き
は「
於
レ是
参
謀
軍
務
給
養
三
局
ノ
事
務
、当
時
省
中
ニ
於
テ
最
モ
切
要
ナ
ル
事
件
ヲ
撮
出
シ
、

此
三
件
ノ
事
務
大
概
ヲ
研
究
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
。
然
レ
ド
モ
其
儀
遂
ニ
御
沙
汰
ニ
及
レ
ズ
シ
テ
勅
旨
ヲ
賜
フ
」
と
続
く
が
、
こ
れ
は
同
年
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一
一
七

一
〇
月
二
八
日
（
一
八
七
一
年
一
二
月
一
〇
日
）
付
で
山
田
が
調
査
予
定
項
目
を
参
謀
・
軍
務
・
給
養
の
三
科
に
絞
る
こ
と
と
し
て
上
申
し

た
こ
と
と）（（
（

、
同
年
一
一
月
四
日
付
で
各
理
事
官
宛
に
研
究
項
目
に
つ
い
て
の
勅
旨
が
出
た
こ
と
を
指
し
て
い
る）（（
（

。

山
田
の
前
書
き
は
、
こ
の
後
、
岩
倉
使
節
団
で
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
各
国
の
「
兵
理
」・「
編
隊
則
幷
ニ
徴
兵
ノ
制
」「
下
士
官

上
士
官
ノ
事
」「
器
械
火
薬
ノ
事
」「
軍
医
幷
ニ
陸
軍
会
計
官
ノ
事
」「
鎮
台
及
陸
軍
省
ノ
事
」
を
概
観
し
た
後
、
最
後
に
「
目
今
我
朝
廷

ニ
施
行
ヲ
要
ス
ル
所
ノ
条
件
」
を
提
言
す
る
と
予
告
し
て
い
る）（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
は
兵
部
省
理
事
官
と
し
て
岩
倉

使
節
団
に
参
加
し
た
山
田
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
田
顕
義
「
建
白
書
」
に
つ
い
て
は
、
西
欧
の
徴
兵
制
に
つ
い
て
の
以
下
の
記
述
が
先
行
研
究
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。

徴
兵
ノ
制
亦
各
国
自
カ
ラ
其
法
ヲ
異
ニ
ス
。
国
民
一
般
ニ
必
ラ
ズ
学
術
ト
兵
役
ト
ニ
服
事
ス
ベ
キ
ヲ
以
テ
常
法
ト
為
シ
、
徴
募
ニ
応

ズ
ル
後
、
五
年
間
常
備
ス
ル
者
ア
リ
〈
仏
国
ノ
制
〉、
三
年
間
常
備
ス
ル
者
ア
リ
〈
普
国
ノ
制
〉、
二
年
間
常
備
ス
ル
者
ア
リ
〈
懊
国

ノ
制
〉、
或
ハ
又
数
旬
間
常
備
ス
ル
者
ア
リ
〈
瑞
国
ノ
制
〉。
徴
兵
ノ
法
第
一
国
体
、
第
二
会
計
、
第
三
自
他
ノ
国
況
、
第
四
当
時
ノ

用
兵
術
ニ
関
ス
。
之
ヲ
賦
役
ス
ル
ノ
法
自
カ
ラ
異
同
有
リ
ト
雖
モ
之
ニ
示
令
ス
ル
ノ
文
意
大
差
異
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
人
民
ノ
其
土
ニ

生
ル
者
ハ
貴
賤
ノ
別
ナ
ク
必
ズ
皆
兵
役
ニ
服
シ
、
各
其
国
権
ヲ
保
護
シ
而
又
其
身
所
有
ノ
権
ヲ
固
守
シ
決
シ
テ
他
人
ノ
軽
侮
侵
奪
ヲ

受
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
ス
。
人
民
能
ク
其
理
ヲ
了
解
シ
而
後
以
テ
徴
集
ス
ベ
シ
。
然
リ
ト
雖
ド
モ
此
兵
ヲ
徴
ス
ル
ヤ
、
啻
ニ
容
貌

ヲ
強
兵
ニ
模
擬
シ
隊
伍
ニ
編
シ
銃
砲
ヲ
採
リ
敵
前
ニ
進
マ
シ
ム
ル
而
已
ヲ
以
テ
本
務
ト
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
人
民
一
般
ノ
知
識
敵
兵
ニ
超

越
ス
ル
ヲ
以
テ
最
要
ト
ス
。
於
レ
是
国
民
中
貴
賤
貧
富
ノ
別
ナ
ク
幼
稚
ノ
時
ヨ
リ
郷
校
ニ
於
テ
普
通
学
ヲ
教
ヘ
兼
テ
採
器
調
練
ヲ
演

ハ
シ
ム
〈
普
瑞
両
国
古
来
有二此
法一、
仏
懊
魯
伊
太
利
近
年
此
法
ニ
慣
フ
、
人
民
必
服
ノ
兵
役
ヲ
金
銭
ニ
テ
売
買
ス
ル
者
ハ
欧
州
昔
日



一
一
八

ノ
弊
ナ
リ
〉
是
レ
人
民
ヲ
シ
テ
各
自
文
武
ノ
道
決
シ
テ
偏
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
是
ノ
土
ニ
生
ズ
ル
者
ハ
相
共
ニ
此
国
権

ヲ
保
護
シ
而
テ
又
各
自
所
有
ノ
権
ヲ
固
守
シ
決
シ
テ
他
人
ヲ
シ
テ
侵
奪
セ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
理
ヲ
講
究
ス
ル
ナ
リ
。
故
ニ
強
兵
ノ

基
ハ
採
銃
運
動
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
国
民
一
般
都
鄙
ノ
別
ナ
ク
郷
校
ノ
教
育
ヲ
充
分
ニ
シ
普
ネ
ク
人
民
ノ
知
識
ヲ
シ
テ
甲
乙
ナ
カ
ラ
シ

ム
ル
ニ
在
リ）（（
（

こ
の
う
ち
、「
人
民
必
服
」
の
兵
役
を
金
銭
で
売
買
す
る
の
は
「
欧
州
昔
日
ノ
弊
」
と
し
、「
貴
賤
ノ
別
ナ
ク
必
ズ
皆
兵
役
」
に
服
す
こ

と
を
前
提
と
見
て
い
る
部
分
な
ど
を
、
木
村
吉
次
は
「
身
分
的
秩
序
と
職
業
世
襲
化
を
破
棄
し
、
一
応
四
民
平
等
・
職
業
選
択
の
自
由
を

た
て
ま
え
と
し
た
上
で
の
国
民
皆
兵
の
理
念
を
原
則
と
し
て
い
る
）
（（
（

」
と
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
木
村
は
「
国
権
」
の
保
護
と
「
其
身

所
有
ノ
権
」
の
固
守
と
が
内
的
連
関
を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
人
民
一
般
ノ
知
識
」
の
向
上
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
、
山
田
の
論
を
「
開
明
主
義
的
で
進
歩
的
）
（（
（

」
と
評
価
し
て
い
る
。

木
村
の
指
摘
に
加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
「
貴
賤
貧
富
」
の
別
な
く
、「
幼
稚
ノ
時
」
か
ら
「
普
通
学
」
と
「
採
器
調
練
」
を

演
習
さ
せ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
山
田
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
筆
者
は
別
稿
で
指
摘
し
た）（（
（

。
山
田
は
「
貴
賤
貧
富
」
の
別
な
く
「
幼
稚

ノ
時
」
か
ら
「
普
通
学
」
と
「
採
器
調
練
」
を
演
習
さ
せ
る
こ
と
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
や
ス
イ
ス
で
は
「
古
来
」、
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
ロ
シ
ア
・
イ
タ
リ
ア
で
は
「
近
年
」
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
「
貴
賤
貧
富
」
の
別

な
く
、「
幼
稚
ノ
時
」
か
ら
「
普
通
学
」
と
「
採
器
調
練
」
を
演
習
さ
せ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、
山
田
の
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
実

施
の
主
張
の
根
底
に
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
欧
米
」
と
言
い
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
兵
制
は
山
田
の
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
も
別

稿
で
指
摘
し
て
お
い
た）（（
（

。
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節
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以
上
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
兵
制
な
ど
の
紹
介
を
行
っ
た
後
、
山
田
は
、
日
本
で
行
う
べ
き
施
策
を
第
一
か
ら
第
七
ま
で
七
つ

に
分
け
て
提
言
し
て
い
く
。
こ
の
中
で
、
兵
卒
を
養
成
し
よ
う
に
も
、
教
練
す
る
士
官
や
下
士
官
も
な
く
、
与
え
る
良
器
も
兵
士
を
運
ぶ

道
路
も
砲
台
も
な
く
軍
律
も
整
っ
て
い
な
い
状
況
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
環
境
を
整
え
る
間
、
八
年
か
ら
一
〇
年
徴
兵
を
延
期
す
る
こ
と
を

山
田
は
主
張
し
て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
、
徴
兵
実
施
の
た
め
の
条
件
整
備
の
一
環
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
小
学
校
に
お
け
る
軍
事
訓
練
を
山
田

は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

文
部
所
轄
ノ
諸
小
学
校
学
則
ニ
増
加
ス
ル
ニ
、
陸
軍
所
要
ノ
技
術
・
体
術
・
演
陣
ノ
如
キ
者
ヲ
以
テ
シ
、
童
子
年
齢
十
歳
ヨ
リ
十
六

歳
迄
ノ
者
ヲ
シ
テ
毎
日
一
時
間
又
ハ
三
十
分
時
間
之
ヲ
教
練
シ
、
毎
日
曜
日
ニ
於
テ
一
村
落
又
ハ
一
郡
ニ
招
集
合
併
シ
、
之
ニ
付
ス

ル
ニ
其
地
在
住
ノ
陸
軍
下
等
士
官
ヲ
以
テ
シ
陣
法
ヲ
演
ゼ
シ
ム
ベ
シ
。
如レ此
シ
テ
八
年
若
シ
ク
ハ
十
年
ヲ
経
バ
、
皇
国
壮
年
ノ
人
民

悉
ク
文
武
ノ
大
概
ヲ
了
得
シ
、
遂
ニ
老
少
ノ
別
ナ
ク
文
武
ヲ
知
リ
続
々
絶
ユ
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
至
ル
ベ
シ
。
於レ是
始
テ
兵
卒
ヲ
徴
募
シ

隊
伍
ニ
編
ス
ベ
シ
。
其
徴
募
ハ
各
地
ニ
付
シ
招
集
ス
ベ
シ
。
此
ノ
時
ニ
当
テ
ハ
其
募
ニ
応
ズ
ル
者
（
年
二
十
歳
ノ
モ
ノ
）、
悉
ク
皆
読

書
筆
算
ヲ
知
リ
技
術
・
体
術
・
演
陣
ヲ
知
ル
。
故
ニ
入
営
ノ
日
ニ
至
リ
教
授
ス
ベ
キ
者
ハ
陸
軍
所
要
ノ
数
件
ニ
過
ギ
ズ
。
是
以
滞
営

ノ
日
数
凡
二
ケ
月
又
ハ
三
ケ
月
ニ
シ
テ
十
分
ナ
ル
ベ
シ
。
砲
兵
造
築
兵
ノ
如
キ
モ
ノ
ト
雖
ド
モ
、
四
ケ
月
又
ハ
五
ケ
月
ニ
シ
テ
充
分

ス
ベ
シ）（（
（

山
田
は
、
小
学
校
の
教
育
課
程
に
「
陸
軍
所
要
ノ
技
術
・
体
術
・
演
陣
」
を
加
え
て
、
一
〇
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
者
に
対
し
て
毎
日

一
時
間
か
三
〇
分
教
練
を
課
し
、
日
曜
日
に
は
「
陣
法
」
の
演
習
を
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、「
読
書
筆
算
」
と
、
陸



一
二
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軍
で
必
要
な
「
技
術
・
体
術
・
演
陣
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
入
営
後
の
訓
練
も
二
〜
三
か
月
だ
け
で
十
分
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
山
田
が
学
校
に
お
け
る
「
教
練
」
に
期
待
し
て
い
る
の
は
、「
陸
軍
所
要
ノ
技
術
・
体
術
・
演
陣
」
と
い
う
「
技
術
」
的
な
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
入
営
後
に
必
要
な
訓
練
時
間
の
短
縮
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
福
澤
諭
吉
な

ど
同
時
代
の
学
校
教
練
論
者
に
見
ら
れ
る
精
神
的
・
身
体
的
教
育
効
果
や
、
森
の
兵
式
体
操
論
に
お
け
る
秩
序
や
規
律
の
確
立
と
い
っ
た

要
素
は
、
山
田
の
主
張
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る）（（
（

。

二　
『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
学
校
教
練

岩
倉
使
節
団
の
回
覧
の
記
録
は
、久
米
邦
武
編
修『
米
欧
回
覧
実
記
』と
し
て
一
八
七
九（
明
治
一
二
）年
三
月
刊
行
さ
れ
た）（（
（

。
筆
者
は『
米

欧
回
覧
実
記
』
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
学
校
教
練
の
記
述
に
つ
い
て
別
稿
で
検
討
し
た
し
た
が）（（
（

、『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
は
、
ス
イ
ス
以
外

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
学
校
教
練
が
行
わ
れ
て
い
た
記
述
が
あ
る
こ
と
が
田
中
彰
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
別
稿
で
は
ス
イ
ス

に
お
け
る
学
校
教
練
の
検
討
に
と
ど
ま
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
関
す
る
記
述
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
で
、
以
下
に
、『
米
欧
回
覧
実
記
』

に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ス
イ
ス
に
お
け
る
学
校
教
練
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
小
学
校
に
お
け
る
学
校
教
練
は
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
第
六
九
巻
「
瑞
典
国
ノ
記
下
」
の
小
学
校
に
関
す
る
以
下
の

記
述
の
中
に
登
場
す
る
。

教
師
ハ
男
女
共
ニ
ア
リ
、
不
慣
ノ
教
師
ニ
ハ
、
一
人
ニ
二
十
五
童
ヲ
付
ス
、
後
ニ
ハ
四
十
五
童
ヨ
リ
、
五
六
十
童
ニ
及
フ
モ
ア
リ
、
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其
教
導
ノ
方
ハ
、米
利
堅
流
ヲ
取
用
セ
リ
、生
徒
ノ
著
席
進
退
、動
作
ノ
式
ヲ
教
フ
、猶
日
本
ニ
テ
容
儀
ヲ
仕
込
カ
如
シ
、其
大
略
ハ
、

生
童
二
行
ニ
列
ヲ
ナ
シ
、
步
驟
ヲ
揃
ヘ
テ
来
リ
、
各
席
ヘ
列
次
ニ
ス
ヽ
ミ
、
一
斉
ニ
著
席
ス
ル
等
、
步
操
隊
列
ノ
式
ニ
同
シ
、
西
洋

ノ
容
儀
ハ
立
行
ニ
ア
リ
、
猶
日
本
ノ
容
儀
ハ
坐
跪
ニ
ア
ル
カ
如
シ
、
又
童
子
ニ
持
シ
ム
ヘ
キ
、
小
形
ノ
銃
ヲ
製
シ
、
各
生
ニ
持
タ
シ

メ
、
運
動
操
銃
ヲ
教
フ
、
男
女
共
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ）（（
（

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
小
学
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
流
の
教
育
方
法
を
採
用
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
生
徒
が
整
列
し
て
一
斉
に
着
席
す

る
な
ど
「
步
操
隊
列
ノ
式
」
同
様
に
行
動
さ
せ
、小
形
の
銃
を
男
女
の
別
な
く
持
た
せ
て
「
運
動
操
銃
」
を
教
え
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
方
、ス
イ
ス
の
小
学
校
に
お
け
る
学
校
教
練
は
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
第
八
四
巻
「
瑞
士
国
ノ
記
」
の
以
下
の
記
述
の
中
に
登
場
す
る
。

東
北
ニ
回
リ
出
テ
、一
ノ
苑
ニ
至
ル
酒
楼
ア
リ
、小
学
校
ノ
生
徒
、正
ニ
此
ニ
テ
操
練
ヲ
ナ
セ
リ
、楼
ニ
休
ス
レ
ハ
、楽
隊
楼
ニ
向
ヒ
、

楽
ヲ
調
ス
ル
コ
ト
三
闋
、
ミ
ナ
十
二
歳
ヨ
リ
十
四
五
歳
マ
テ
ノ
童
子
ナ
リ
、
童
児
ノ
心
ハ
、
純
粋
主
一
、
唯
教
規
ヲ
守
リ
テ
、
其
業

ヲ
講
ス
ル
中
ニ
、
自
ラ
瑞
士
ノ
本
領
タ
ル
、
内
ヲ
保
チ
外
ヲ
防
キ
、
其
権
利
ヲ
全
ク
ス
ル
ト
、
人
ニ
交
際
ス
ル
礼
ト
ヲ
誘
知
セ
ラ
レ
、

海
外
絶
遠
ノ
使
ニ
向
ヒ
、
此
窈
窕
ノ
音
ヲ
調
ス
、
其
協
和
シ
テ
国
ニ
報
フ
、
実
ニ
感
悦
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
、
瑞
士
ノ
男
子
ハ
、
十
一

歳
ヨ
リ
短
キ
銃
ヲ
与
ヘ
テ
、
学
校
ニ
於
テ
兵
ヲ
兼
習
ハ
シ
、
其
保
国
ノ
心
ヲ
侵
潜
ス
ル
此
ノ
如
シ
、
此
其
文
武
兼
秀
ツ
ル
所
ナ
リ）（（
（

、

こ
こ
で
は
、
ス
イ
ス
の
男
子
は
、
一
一
歳
か
ら
短
銃
を
用
い
た
軍
事
訓
練
を
学
校
で
課
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
、

ス
イ
ス
の
「
本
領
」
で
あ
る
自
国
や
他
国
の
「
権
利
」
を
全
う
す
る
こ
と
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
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山
田
顕
義
「
建
白
書
」
は
ス
イ
ス
の
学
校
教
練
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一

方
で
山
田
が
「
建
白
書
」
で
、
ス
イ
ス
と
と
も
に
「
古
来
」
学
校
教
練
を
実
施
し
て
い
る
国
と
し
て
挙
げ
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
に
つ
い
て

の
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
記
述
を
見
る
と
、「
普
国
ノ
兵
制
ハ
、
一
千
八
百
十
四
年
以
来
、
国
中
ノ
男
子
、
兵
器
ヲ
執
ル
ニ
堪
ユ
ル
モ
ノ
ハ
、

悉
ク
兵
卒
ノ
教
練
ヲ
ウ
ケ
、
少
ク
モ
一
年
間
ハ
、
常
備
軍
役
ニ
服
セ
シ
メ
、
全
国
ミ
ナ
軍
人
ニ
練
磨
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ナ
リ
）
（（
（

」
と
、
例
外
の

な
い
徹
底
し
た
国
民
皆
兵
制
が
そ
の
特
徴
だ
と
は
し
て
い
る
も
の
の
、学
校
教
練
に
関
す
る
記
事
は
な
い
。
ま
た
、山
田
が
「
建
白
書
」
で
、

「
近
年
」
学
校
教
練
を
実
施
し
て
い
る
と
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
シ
ア
・
イ
タ
リ
ア
に
関
し
て
も
『
米
欧
回
覧
実
記
』

に
は
学
校
教
練
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

成
田
十
次
郎
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
各
国
で
は
一
八
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
等
学
校
で
は
体
育
が
あ
る
程
度
実
施
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
小
学
校
、
女
学
校
に
お
い
て
体
育
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た）（（
（

。
実
際
、
文
部
省
『
理
事
功
程
』
巻
之

十
一
所
収
の「
孛
國
教
育
雜
記
」や「
伯
霊
府
學
校
事
務
局
直
轄
ノ
平
民
學
校
寺
院
附
屬
ノ
學
校
及
ヒ
私
學
校
普
通
ノ
學
科
表
」を
見
る
と
、

小
学
校
で
教
え
る
学
科
の
中
に
は
「
採
器
調
練
」
の
類
は
お
ろ
か
「
体
操
」
さ
え
含
ま
れ
て
い
な
い）（（
（

。
プ
ロ
イ
セ
ン
は
国
民
皆
兵
制
を
と
っ

て
は
い
た
が
、
小
学
校
の
段
階
か
ら
全
国
的
に
「
採
器
調
練
」
を
行
わ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
兵
部
省
理
事
官

で
あ
っ
た
山
田
の
主
た
る
調
査
対
象
は
軍
事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
は
不
十
分
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
山
田
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
勘
違
い
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
学
校
教
練
が
行
わ
れ
て
い
る
と
記
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、山
田
顕
義
が
「
建
白
書
」
で
示
し
て
い
た
「
其
身
所
有
ノ
権
」
を
保
障
す
る
た
め
の
軍
隊
と
い
う
考
え
方
は
、『
米
欧
回
覧
実
記
』

の
ス
イ
ス
の
国
防
に
関
す
る
次
の
記
述
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
二
三

岩
倉
使
節
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と
学
校
教
練
（
奥
野
）

外
国
侵
入
ノ
防
禦
ハ
、
国
中
ミ
ナ
奮
フ
テ
死
力
ヲ
尽
ス
コ
ト
、
火
ヲ
防
ク
カ
如
シ
、
家
家
ニ
ミ
ナ
兵
ヲ
講
シ
、
一
銃
一
戎
衣
ヲ
備
ヘ

サ
ル
ナ
シ
、
殊
ニ
山
地
ノ
戦
ニ
慣
熟
シ
、
嶮
ヲ
越
ヘ
岨
ニ
ヨ
リ
テ
、
敵
ト
拒
戦
ス
ル
ニ
長
シ
、
散
兵
ノ
運
動
ヲ
ツ
ト
ム
、
隣
国
ヨ
リ

来
リ
侵
ス
ト
キ
ハ
、
民
ミ
ナ
兵
ト
ナ
リ
、
先
ン
ス
ル
ニ
壮
丁
ヲ
以
テ
シ
、
其
年
高
キ
モ
、
四
肢
猶
健
ナ
ル
以
上
ハ
、
ミ
ナ
兵
ト
ナ
ル
、

婦
人
ハ
軍
糧
ヲ
辨
シ
、
創
傷
ヲ
扶
ケ
、
人
人
死
ニ
至
ル
モ
、
他
ヨ
リ
其
権
利
ヲ
屈
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
耻
ツ
、
故
ニ
其
国
小
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、

大
国
ノ
間
ニ
介
シ
、
強
兵
ノ
誉
レ
高
ク
、
他
国
ヨ
リ
敢
テ
之
ヲ
屈
ス
ル
ナ
シ）（（
（

こ
こ
で
は
、「
外
国
侵
入
」
に
は
国
中
死
力
を
尽
く
し
て
戦
う
ス
イ
ス
は
、
小
国
で
は
あ
っ
て
も
「
強
兵
ノ
誉
レ
」
が
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ス
イ
ス
民
兵
の
強
さ
は
、
人
々
が
死
に
至
っ
て
も
他
か
ら
「
権
利
」
を
侵
害
さ
れ
る
の
を
恥
じ
る
と
い
う
「
権

利
」
意
識
の
高
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ス
イ
ス
だ
け
で
な
く
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
小
国
」
に
関
す
る
岩
倉
使
節
団
の
関
心
は
高
く
、
こ
れ
ら
の
国
の
民
の
「
自
主
・
独
立
」
の

気
概
に
『
米
欧
回
覧
実
記
』
が
着
目
し
て
い
た
こ
と
を
田
中
彰
が
指
摘
し
て
い
る）（（
（

。

「
国
権
」
の
保
護
と
と
も
に
「
其
身
所
有
ノ
権
」
を
保
障
す
る
た
め
に
軍
隊
が
存
在
す
る
と
い
う
山
田
「
建
白
書
」
の
考
え
方
に
通
じ

る
「
権
利
」
意
識
に
対
す
る
高
い
評
価
は
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
に
関
す
る
記
述
に
も
見
ら
れ
る
わ
け
で
、

岩
倉
使
節
団
が
欧
米
回
覧
の
結
果
得
た
成
果
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
二
四

三　

元
老
院
と
学
校
教
練

岩
倉
使
節
団
に
参
加
し
た
団
員
た
ち
は
、
そ
の
後
も
政
府
の
要
職
に
就
く
な
ど
し
て
活
躍
し
て
い
く
。
本
章
は
、
こ
の
う
ち
、
元
老
院

に
お
け
る
元
岩
倉
使
節
団
員
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
す
る
。
元
老
院
は
、
一
八
七
五
年
四
月
一
四
日
に
最
高
司
法
機
関
と
し
て
の
大
審
院

と
と
も
に
設
置
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
の
帝
国
議
会
開
設
に
伴
い
廃
止
さ
れ
る
立
法
審
議
機
関
で
あ
る）（（
（

。
表
一
は
、
元
老
院

の
議
官
の
う
ち
、岩
倉
使
節
団
出
身
者
を
抽
出
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、こ
の
他
、金
子
堅
太
郎
や
中
江
篤
介
（
兆
民
）
な
ど
、

元
老
院
書
記
官
と
な
っ
た
者
も
い
る
が
、
議
官
と
し
て
元
老
院
の
審
議
に
加
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
除
外
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
表
一
　
元
岩
倉
使
節
団
の
元
老
院
議
官
一
覧

使
節
団
身
分

元
老
院
身
分

元
老
院
在
任
期
間

山
口
尚
芳

副
使

議
官

幹
事

一
八
七
五
年
四
月
二
五
日
〜
一
八
八
一
年
一
〇
月
二
一
日

一
八
八
五
年
一
二
月
二
二
日
〜
最
後

一
八
八
〇
年
三
月
八
日
〜
一
八
八
一
年
五
月
二
八
日

田
中
光
顕

理
事
官

議
官

一
八
八
五
年
一
二
月
二
二
日
〜
一
八
八
九
年
一
二
月
二
四
日

東
久
世
通
禧

理
事
官

議
官

幹
事

副
議
長

一
八
七
七
年
八
月
二
九
日
〜
一
八
八
八
年
六
月
一
日

一
八
八
一
年
七
月
一
二
日
〜
一
八
八
二
年
一
一
月
二
二
日

一
八
八
二
年
一
一
月
二
二
日
〜
一
八
八
八
年
六
月
一
日

山
田
顕
義

理
事
官

議
官

一
八
七
八
年
三
月
五
日
〜
一
八
七
九
年
九
月
一
〇
日



一
二
五

岩
倉
使
節
団
と
学
校
教
練
（
奥
野
）

田
中
不
二
麿

理
事
官

議
官

一
八
七
八
年
三
月
五
日
〜
一
八
八
〇
年
三
月
一
二
日

佐
々
木
高
行

理
事
官

議
官

副
議
長

一
八
七
五
年
七
月
二
日
〜
一
八
八
一
年
一
〇
月
二
一
日

一
八
八
〇
年
三
月
一
三
日
〜
一
八
八
一
年
一
〇
月
二
一
日

田
辺
太
一

一
等
書
記
官

議
官

一
八
八
三
年
九
月
一
九
日
〜
最
後

何
礼
之

一
等
書
記
官

議
官

一
八
八
四
年
一
二
月
四
日
〜
最
後

安
場
保
和

二
等
書
記
官

議
官

一
八
八
〇
年
三
月
八
日
〜
一
八
八
一
年
一
二
月
三
一
日

一
八
八
五
年
一
二
月
二
二
日
〜
一
八
八
六
年
二
月
二
五
日

由
利
公
正

随
行

議
官

一
八
七
五
年
四
月
二
五
日
〜
一
八
七
六
年
一
二
月
一
八
日

一
八
八
五
年
一
月
一
三
日
〜
最
後

原
田
一
道

随
行

議
官

一
八
八
六
年
二
月
五
日
〜
最
後

長
與
專
齋

随
行

議
官

一
八
八
六
年
四
月
二
七
日
〜
最
後

中
島
永
元

随
行

議
官

一
八
八
八
年
六
月
七
日
〜
最
後

沖
守
固

随
行

議
官

一
八
九
〇
年
一
月
七
日
〜
最
後

渡
邉
洪
基

随
行

議
官

一
八
八
二
年
五
月
二
四
日
〜
一
八
八
四
年
七
月
一
九
日

 「
元
老
院
職
員
等
沿
革
表
」（『
元
老
院
日
誌
』
第
三
巻
）
よ
り
作
成

元
老
院
で
は
、
①
一
八
七
九
年
の
徴
兵
令
改
正
、
②
一
八
八
〇
年
の
教
育
令
改
正
、
③
一
八
八
三
年
の
徴
兵
令
改
正
に
あ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
改
正
案
が
「
議
定
」
に
付
さ
れ
た
際
、
学
校
教
練
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
岩
倉
使
節
団
出
身
で
学
校

教
練
に
関
し
て
発
言
し
た
元
老
院
議
官
を
ま
と
め
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
な
お
、
①
一
八
七
九
年
の
徴
兵
令
改
正
の
審
議
の
際
に
、
元
老

院
と
し
て
公
立
学
校
に
「
兵
隊
教
練
」
の
課
程
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
る
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク



一
二
六

ル
ノ
意
見
書
」
が
提
案
さ
れ
る
が
（
結
果
は
否
決
・
廃
案
）、
こ
の
意
見
書
の
提
案
者
の
一
人
が
山
田
顕
義
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
表
二
　
元
老
院
で
学
校
教
練
に
つ
い
て
発
言
し
た
元
岩
倉
使
節
団
員

使
節
団
身
分

学
校
教
練
に
つ
い
て
の
発
言

元
老
院
議
官
在
任
期
間

山
口
尚
芳

副
使

①
一
八
七
九
年
徴
兵
令
改
正

②
一
八
八
〇
年
教
育
令
改
正

一
八
七
五
年
四
月
二
五
日
〜
一
八
八
一
年
一
〇
月
二
一
日

一
八
八
五
年
一
二
月
二
二
日
〜
最
後

安
場
保
和

二
等
書
記
官

②
一
八
八
〇
年
教
育
令
改
正

一
八
八
〇
年
三
月
八
日
〜
一
八
八
一
年
一
〇
月
三
一
日

一
八
八
五
年
一
二
月
二
二
日
〜
一
八
八
六
年
二
月
二
五
日

渡
邉
洪
基

随
行

③
一
八
八
三
年
徴
兵
令
改
正

一
八
八
二
年
五
月
二
四
日
〜
一
八
八
四
年
七
月
一
九
日

 

「
元
老
院
職
員
等
沿
革
表
」（『
元
老
院
日
誌
』
第
三
巻
）・『
元
老
院
会
議
筆
記
』
よ
り
作
成

以
下
に
、
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ
意
見
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
、
表
二
に
ま

と
め
た
岩
倉
使
節
団
出
身
の
山
口
尚
芳
・
安
場
保
和
・
渡
邉
洪
基
の
三
議
官
の
発
言
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
八
七
九
年
七
月
一
〇
日
、
第
一
四
六
号
議
案
「
徴
兵
令
及
ヒ
近
衛
兵
編
成
改
正
案
」
を
審
議
し
た
元
老
院
の
第
一
読
会
で
は
、
内
閣

原
案
は
「
平
時
」
と
「
戰
時
」
の
定
義
が
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
た
め
、
元
老
院
で
修
正
委
員
を
選
出
し
て
修
正
案
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
修
正
委
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
五
人
の
議
官
の
う
ち
の
一
人
が
山
田
顕
義
で
あ
っ
た）（（
（

。
こ
の
五
人

の
修
正
委
員
が
徴
兵
令
改
正
案
と
は
別
に
元
老
院
に
諮
っ
た
の
が
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ
意

見
書
」
で
あ
る
。
元
老
院
章
呈
は
、
元
老
院
と
し
て
法
の
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
意
見
書
を
上
奏
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り）（（
（

、
号
外
第



一
二
七

岩
倉
使
節
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と
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教
練
（
奥
野
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二
七
号
は
、
元
老
院
と
し
て
公
立
学
校
に
「
兵
隊
教
練
」
の
課
程
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
上
奏
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

意
見
書
の
布
告
案
は
「
各
地
方
公
立
學
校
ニ
於
テ
年
齡
十
二
歳
以
上
ノ
生
徒
ノ
爲
メ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ケ
授
業
候
儀
ハ
適
宜
タ
ル

可
ク
候
條
此
旨
布
告
候
事
）
（（
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
各
地
方
公
立
學
校
」
で
一
二
歳
以
上
の
生
徒
の
た
め
に
「
兵
隊
教
練
ノ

課
程
」
を
設
け
て
授
業
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
じ
修
正
委
員
が
作
成
し
た
徴
兵
令
修
正
委
員
案
第
二
条
第

一
項
で
、
新
た
に
、
学
校
で
「
生
兵
教
練
、
中
隊
教
練
」
を
修
了
し
た
生
徒
へ
在
営
年
限
満
了
前
の
早
期
帰
休
を
、「
詮
議
」
す
る
こ
と

な
く
認
め
る
と
規
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た）（（
（

。
な
お
、
意
見
書
に
は
以
下
に
示
す
提
案
理
由
が
付
さ
れ
て
い
た
。

謹
テ
按
ス
ル
ニ
本
院
第
百
四
十
六
號
議
按
徴
兵
令
常
備
服
役
ヲ
以
テ
三
ヶ
年
ト
ス
此
固
ヨ
リ
人
民
護
國
ノ
義
務
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
此
年

限
中
ハ
一
身
ノ
教
育
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
ク
又
一
家
ノ
生
計
ヲ
營
ム
コ
ト
能
ハ
ス
其
服
役
ノ
永
キ
ヲ
厭
フ
モ
亦
人
情
ノ
免
カ
レ
サ
ル
所

ナ
リ
故
ニ
該
議
按
ヲ
附
託
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
當
リ
修
正
シ
テ
第
二
條
第
一
項
ト
シ
以
テ
變
通
ノ
方
ア
ル
ヲ
示
シ
且
ツ
豫
備
徴
兵
幷
ニ
國

民
軍
籍
ニ
在
ル
者
ヲ
シ
テ
豫
メ
執
銃
ノ
技
演
陣
ノ
方
ヲ
知
ラ
シ
メ
有
事
ノ
日
直
ニ
其
用
ニ
適
セ
シ
メ
ン
ト
ス
然
ラ
ハ
則
宜
ク
學
校
ニ

於
テ
生
兵
教
練
中
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
立
テ
一
週
中
ニ
二
三
時
間
之
ヲ
教
授
セ
シ
ム
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
俄
ニ
之
ヲ
各
中
小
學
校
ノ
必
學
科

目
ト
爲
サ
ハ
教
員
ノ
設
器
械
ノ
備
十
分
ナ
ラ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
故
ニ
今
將
ニ
時
勢
ヲ
量
リ
適
宜
ノ
法
ヲ
設
ケ
漸
ヲ
以
テ
兵
隊
教
練

ノ
事
ヲ
勸
誘
セ
ン
ト
ス
因
テ
左
ノ
布
告
按
ヲ
草
シ
テ
上
奏
ス
冀
ク
ハ
徴
兵
令
ノ
改
正
布
告
ノ
日
同
ク
布
告
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
謹
テ
裁
可

ヲ
乞
フ）（（
（



一
二
八

意
見
書
の
提
案
者
は
、
兵
役
年
限
が
長
い
こ
と
を
人
々
が
嫌
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
兵
役
年
限
短
縮
の
た
め
の
「
生
兵
教

練
中
隊
教
練
」
を
中
小
学
校
に
実
施
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
直
ち
に
各
中
小
学
校
に
必
修
と
す
る
の
は
教
員
や

設
備
の
点
で
難
し
く
、
時
勢
に
応
じ
た
「
適
宜
ノ
法
」
に
よ
っ
て
漸
次
充
実
さ
せ
て
い
く
と
し
て
お
り
、
決
し
て
即
座
の
実
施
を
求
め
る

内
容
で
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
八
七
九
年
の
徴
兵
令
改
正
の
際
に
出
さ
れ
た
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ

意
見
書
」
で
提
案
さ
れ
た
学
校
教
練
は
、
徴
兵
忌
避
に
対
す
る
危
機
感
を
背
景
に
、
兵
役
年
限
短
縮
を
主
眼
と
し
て
導
入
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
山
田
顕
義
が
「
建
白
書
」
で
提
起
し
た
学
校
教
練
導
入
論
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た）（（
（

。

次
に
山
口
尚
芳
議
官
の
発
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
山
口
尚
芳
は
佐
賀
藩
出
身
で
、
岩
倉
使
節
団
任
命
時
は
外
務
少
輔
を
務
め
て
い

た
）
（（
（

。
山
崎
渾
子
に
よ
れ
ば
、
山
口
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す
る
事
件
の
現
地
調
査
を
担
当
し
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
の
証
人
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
宣
教
師
と
の
交
流
も
深
い
国
際
人
で
あ
っ
た）（（
（

。
そ
の
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
へ
の
対
処
を
意
識
し
た

こ
と
が
、
山
口
を
使
節
団
の
副
使
に
起
用
す
る
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
山
崎
は
推
測
し
て
い
る）（（
（

。

山
口
尚
芳
は
、
①
一
八
七
九
年
の
徴
兵
令
改
正
の
際
と
、
②
一
八
八
〇
年
の
教
育
令
改
正
の
際
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
学
校
教
練
の
導

入
に
賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
山
口
は
③
一
八
八
三
年
の
徴
兵
令
改
正
の
際
に
は
、
内
閣
委
員
と
し
て
改
正
案
の

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、①
一
八
七
九
年
の
徴
兵
令
改
正
時
に
審
議
さ
れ
た
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ
意
見
書
」

に
つ
い
て
、
山
口
は
基
本
的
に
賛
成
の
立
場
で
発
言
を
し
た
。
九
月
一
〇
日
の
第
一
読
会
の
時
点
で
は
次
の
よ
う
な
賛
成
意
見
を
述
べ
て

い
る
。
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と
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校
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本
按
ヲ
賛
成
ス
凡
ソ
一
利
ヲ
興
セ
ハ
必
ス
一
害
ノ
相
依
ル
ハ
固
ヨ
リ
免
カ
レ
サ
ル
者
ナ
リ
夫
レ
兵
ハ
凶
器
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
其
國
ヲ
保

護
ス
ル
ニ
ハ
必
要
欠
ク
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
既
ニ
全
國
ノ
丁
壮
ヲ
徴
募
シ
テ
兵
ト
爲
ス
ヲ
國
法
ト
ス
レ
ハ
一
般
人
民
ヲ
シ
テ
各
自
平
常
其

技
ヲ
講
習
セ
シ
メ
サ
ル
可
ラ
ス
古
人
云
ク
教
ヱ
サ
ル
ノ
民
ヲ
以
テ
戰
フ
ハ
之
レ
棄
ナ
リ
ト
故
ニ
今
日
ノ
制
ニ
モ
幼
童
ニ
終
日
課
程
ヲ

督
責
ス
レ
ハ
其
身
神
ヲ
萎
弱
ス
ル
ノ
弊
ヲ
生
ス
ル
ヲ
以
テ
其
倦
怠
ノ
氣
力
ヲ
蘇
活
セ
シ
メ
ン
カ
爲
ニ
運
動
遊
歩
ヲ
爲
サ
シ
ム
ル
ニ
ア

ラ
ス
ヤ）（（
（

ま
ず
、
こ
こ
で
山
口
が
示
し
た
「
兵
ハ
凶
器
ナ
リ
」
と
い
う
認
識
は
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
に
も
見
ら
れ
る
認
識
で
あ
る）（（
（

。
し
か
し
、

す
で
に
徴
兵
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
訓
練
を
し
な
い
で
戦
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
お
り
、
ま
た
、「
倦

怠
ノ
氣
力
」
を
「
蘇
活
」
さ
せ
る
と
い
う
精
神
上
の
教
育
的
意
義
が
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
山
口
は
翌
九
月
一
一
日
の
第
二

読
会
で
は
、
服
役
年
限
が
長
い
こ
と
が
徴
兵
を
忌
避
す
る
原
因
と
捉
え
た
上
で
の
在
営
年
限
の
短
縮
と
、
有
事
の
際
の
兵
力
動
員
の
二
点

を
兵
隊
教
練
の
利
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る）（（
（

。

し
か
し
、
山
口
は
、
河
野
敏
鎌
議
官
が
展
開
し
た
意
見
書
反
対
論
の
影
響
を
受
け
て
意
見
を
変
え
て
い
く
。
山
口
尚
芳
は
九
月
一
一
日

の
第
二
読
会
に
お
い
て
、
原
案
の
「
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ケ
授
業
候
儀
ハ
適
宜
タ
ル
可
ク
候
條
」
と
い
う
部
分
を
「
各
地
方
ノ
適
宜
ニ

隨
ヒ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
可
致
授
業
」
と
す
る
修
正
案
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
兵
隊
教
練
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
地
方
に
ま
か
せ

る
の
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
兵
隊
教
練
を
行
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
一
九
人
中
八
人
の
賛
成
に
と
ど
ま
り
否
決
さ

れ
て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
、
山
口
は
九
月
一
二
日
の
第
三
読
会
で
は
、
意
見
書
に
反
対
の
立
場
に
転
じ
る）（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
意
見
書
原

案
の
「
適
宜
タ
ル
ヘ
ク
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
兵
隊
教
練
」
に
つ
い
て
は
、
山
口
は
む
し
ろ
強
く
実
施



一
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を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
②
一
八
八
〇
年
の
教
育
令
改
正
に
関
す
る
元
老
院
の
第
二
読
会
に
お
い
て
、
楠
本
正
隆
議
官
が
小
学
校
の
学
科
目
に
「
武
技
」

を
加
え
る
修
正
案
を
提
起
し
た
際
、
山
口
尚
芳
議
官
は
、
楠
本
修
正
案
に
対
し
て
賛
成
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
発
言
し
て
い
る
。
山
口
は

賛
成
理
由
と
し
て
、
学
童
を
健
康
に
す
る
と
い
う
体
育
的
利
点
を
挙
げ
る
一
方
、
入
営
し
た
場
合
の
教
習
が
容
易
に
な
る
こ
と
で
兵
を
強

く
す
る
効
果
と
「
教
授
入
費
」
を
減
ら
す
、つ
ま
り
経
費
削
減
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る）（（
（

。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

山
口
の
以
下
の
発
言
で
あ
る
。

本
官
甞
テ
米
國
某
府
ニ
到
リ
シ
時
恰
モ
英
國
ト
「
ア
ラ
バ
マ
」
ノ
和
議
將
ニ
破
レ
ン
ト
ス
ル
ノ
景
况
ア
リ
シ
而
シ
テ
當
時
該
府
ノ
住

民
ハ
其
學
校
ニ
在
ル
兒
女
子
ニ
至
ル
迄
皆
悉
ク
鋭
意
奮
發
一
旦
事
ア
レ
ハ
直
ニ
起
テ
本
國
ヲ
衛
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
ヒ
ア
リ
其
レ
此
氣

象
ア
リ
以
テ
財
産
權
利
ヲ
護
ル
ヲ
得
ヘ
シ
本
邦
兒
女
子
ノ
氣
象
果
シ
テ
能
ク
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ヤ
本
官
以
爲
ラ
ク
是
レ
決
シ
テ
我
兒
女

子
ニ
向
テ
望
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
盖
シ
其
責
ノ
歸
ス
ル
所
ヲ
考
フ
ル
ニ
職
ト
シ
テ
政
府
カ
之
ヲ
養
生
ス
ル
ノ
法
ヲ
設
ケ
サ

ル
ニ
因
ル
ナ
リ
諺
ニ
曰
ク
百
聞
一
見
ニ
如
カ
ス
ト
本
官
前
陳
ノ
如
ク
外
國
ニ
在
テ
業
已
ニ
兒
童
活
潑
ノ
氣
象
ア
ル
ヲ
目
撃
シ
タ
ル
ニ

由
リ
特
ニ
武
技
ノ
加
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
信
ス
ル
ナ
リ
聞
ク
當
時
魯
清
ノ
葛
藤
未
タ
畢
ラ
ス
或
ハ
其
局
ヲ
腕
力
ニ
結
フ
ア
ラ
ン
ト

果
シ
テ
然
ラ
ハ
其
我
ト
關
係
ア
ル
ヤ
極
メ
テ
大
ナ
リ
况
ヤ
天
下
ノ
廣
キ
獨
リ
之
ニ
止
マ
ラ
サ
ル
ヲ
ヤ
今
ニ
シ
テ
國
民
ニ
勇
氣
ヲ
養
生

ス
ル
ヲ
勉
メ
ス
ン
ハ
他
日
臍
ヲ
噬
ム
ト
モ
及
ハ
ス
之
ヲ
如
何
ソ
修
正
説
ハ
不
可
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
得
ン
ヤ）（（
（

山
口
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ラ
バ
マ
号
事
件
）
（（
（

」
で
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
時
に
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
の
で
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節
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あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
住
民
は
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
「
兒
女
子
」
ま
で
有
事
の
際
に
は
国
を
護
ろ
う
と
す
る
「
氣
象
」
が
あ
っ
た
と
述

懐
し
て
い
る
。『
米
欧
回
覧
実
記
』
第
八
六
巻
に
は
、使
節
団
一
行
が
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
時
は
、「
ア
ラ
バ
マ
号
事
件
」
を
め
ぐ
っ

て
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
関
係
が
悪
化
し
、
戦
争
を
構
え
る
勢
い
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で）（（
（

、
山
口
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ

と
は
岩
倉
使
節
団
に
副
使
と
し
て
参
加
し
て
い
た
時
の
経
験
で
あ
る
。

山
口
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
児
童
に
ま
で
「
活
潑
ノ
氣
象
」
が
あ
る
の
を
目
撃
し
た
経
験
か
ら
、「
武
技
」
を
導
入
し
て
「
活
潑
ノ
氣
象
」

を
涵
養
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
氣
象
」
に
よ
っ
て
「
財
産
權
利
」
を
護
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
し

て
い
る
点
は
、「
国
権
」
の
保
護
と
と
も
に
「
其
身
所
有
ノ
権
」
の
保
障
を
軍
隊
の
目
的
と
し
た
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
と
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。

次
に
、
安
場
保
和
議
官
の
発
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
安
場
保
和
は
熊
本
藩
出
身
で
、
岩
倉
使
節
団
任
命
時
は
租
税
権
頭
を
務
め
て
い

た
。
岩
倉
使
節
団
に
参
加
し
た
後
は
、
福
島
県
令
や
愛
知
県
令
を
歴
任
し
て
元
老
院
議
官
と
な
る）（（
（

。
安
場
が
学
校
教
練
に
つ
い
て
発
言
し

た
の
は
、
②
一
八
八
〇
年
の
教
育
令
改
正
に
関
す
る
元
老
院
の
第
二
読
会
に
お
い
て
、
楠
本
正
隆
議
官
が
小
学
校
の
学
科
目
に
「
武
技
」

を
加
え
る
修
正
案
を
提
起
し
た
時
で
あ
る
。
楠
本
の
提
案
に
対
し
て
安
場
が
賛
意
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
楠
本
の
修
正
案
は
審
議
の
対

象
と
し
て
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）（（
（

。
修
正
案
に
ま
ず
賛
意
を
表
し
た
安
場
は
、
そ
の
後
も
積
極
的
に
賛
成
の
立
場
で
発

言
し
て
い
る
。安
場
の
賛
成
理
由
は
、「
今
日
文
弱
ノ
流
弊
ヲ
救
フ
ハ
仍
チ
武
技
ノ
教
育
ニ
ア
リ
豈
幼
時
ヨ
リ
之
ヲ
誘
導
セ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
）
（（
（

」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
提
案
者
の
楠
本
同
様
「
文
弱
」
の
風
潮
へ
の
懸
念
か
ら
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
單
ニ
體
操
ト
ス
ル
ヤ
徴
兵
年
期

ヲ
縮
ム
ル
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ヘ
カ
ラ
ス
）
（（
（

」
と
も
発
言
し
て
お
り
、
体
操
で
は
兵
役
年
限
を
短
縮
で
き
な
い
、
と
兵
役
年
限
短
縮
の
利
点
を
挙

げ
て
い
る
点
で
は
「
心
膽
」
を
練
る
こ
と
の
み
を
強
調
す
る
楠
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
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最
後
に
渡
邉
洪
基
の
発
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
渡
邉
洪
基
は
、
福
井
藩
出
身
で
岩
倉
使
節
団
任
命
時
は
外
務
少
記
を
務
め
て
い
た）（（
（

。

元
老
院
議
官
を
務
め
た
後
は
、
東
京
府
知
事
や
初
代
帝
国
大
学
総
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
渡
邉
洪
基
が
学
校
教
練
に
つ
い
て
発
言
し

た
の
は
、
③
一
八
八
三
年
の
徴
兵
令
改
正
の
際
の
第
一
読
会
で
あ
る
。
一
一
月
一
六
日
に
開
か
れ
た
第
一
読
会
の
際
、
津
田
真
道
議
官
が

改
正
徴
兵
令
に
つ
い
て
は
廃
案
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、「
兵
役
ヲ
忌
避
」
す
る
よ
う
な
「
愛
國
ノ
精
神
ニ
乏
シ
キ
」
状
態

を
打
開
す
る
た
め
に
、
小
学
校
へ
「
陸
兵
ノ
體
勢
運
動
ト
銃
器
運
用
ノ
法
ト
ヲ
教
授
」
す
る
「
軍
隊
ノ
教
練
」
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る）（（
（

。
こ
の
津
田
の
発
言
の
数
人
後
に
発
言
し
た
渡
邉
洪
基
は
、
国
民
皆
兵
を
よ
り
徹
底
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説

く
中
で
、「
敢
爲
勇
往
ノ
氣
象
」
の
養
成
が
必
要
と
の
立
場
か
ら
「
兒
童
ノ
時
ヨ
リ
小
學
校
ニ
於
テ
兵
事
ニ
薫
陶
ス
ル
ハ
本
官
モ
甚
タ
是

認
ス
ル
所
ト
ス
）
（（
（

」
と
津
田
の
意
見
に
賛
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
渡
邉
は
「
詳
細
ノ
辨
論
ハ
之
ヲ
次
會
ニ
付
ス
」
と
言
っ
て
詳

細
説
明
を
先
送
り
に
し
た
が
、
結
局
そ
の
後
説
明
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、「
建
白
書
」
に
お
い
て
学
校
教
練
の
導
入
を
提
起
し
た
山
田
顕
義
は
、
元
老
院
議
官
と
し
て
一
八
七
九
年
の

徴
兵
令
改
正
の
際
に
、
兵
役
年
限
短
縮
を
主
目
的
と
す
る
す
る
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ
意
見

書
」
の
提
案
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
元
老
院
に
お
け
る
学
校
教
練
の
論
議
に
お
い
て
、
岩
倉
使
節
団
に
参
加
し
た
経
験

を
持
つ
元
老
院
議
官
の
山
口
尚
芳
・
安
場
保
和
・
渡
邉
洪
基
の
三
人
は
い
ず
れ
も
学
校
教
練
の
導
入
に
賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
て

い
る
。
特
に
山
口
は
岩
倉
使
節
団
で
の
体
験
を
交
え
て
学
校
教
練
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
。



一
三
三

岩
倉
使
節
団
と
学
校
教
練
（
奥
野
）

お
わ
り
に
─
岩
倉
使
節
団
が
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
与
え
た
影
響
─

本
稿
で
は
、
岩
倉
使
節
団
が
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
与
え
た
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
を
中
心
に
、

『
米
欧
回
覧
実
記
』
や
元
老
院
に
お
け
る
学
校
教
練
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
五
点
に
ま
と
め
ら

れ
る
。（

一
）
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
と
題
す
る
文
書
は
、
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
兵
部
省
理
事
官
と
し
て
太
政
官
に
報
告
し
た
も
の
が
、

何
ら
か
の
原
因
で
現
存
す
る
「
理
事
功
程
」
に
は
加
え
ら
れ
ず
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
が
前
提
と
し
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
学
校
教
練
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

認
識
は
事
実
に
反
し
て
お
り
、
山
田
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
校
教
育
制
度
に
関
す
る
知
識
は
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
三
）
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
が
、
軍
隊
の
存
在
理
由
と
し
て
、「
国
権
」
の
保
護
と
と
も
に
挙
げ
た
「
其
身
所
有
ノ
権
」
の
保
障
と

い
う
考
え
方
は
、『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
小
国
」
の
民
の
「
自
主
・
独
立
」
の
気
概
に
対
す
る

高
い
評
価
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
。
岩
倉
使
節
団
が
欧
米
を
回
覧
し
て
得
た
成
果
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
四
）
一
八
七
九
年
の
徴
兵
令
改
正
の
際
に
、
元
老
院
で
審
議
さ
れ
た
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設

ク
ル
ノ
意
見
書
」
は
、
山
田
顕
義
自
身
が
提
案
者
の
一
人
で
あ
り
、
山
田
が
「
建
白
書
」
で
提
起
し
た
学
校
教
練
導
入
論
の
流
れ
を
受

け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

（
五
）
元
老
院
で
は
、
三
度
に
わ
た
っ
て
学
校
教
練
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
岩
倉
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
、



一
三
四

山
口
尚
芳
、
安
場
保
和
、
渡
邉
洪
基
の
三
議
官
は
、
学
校
教
練
導
入
に
賛
成
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
特
に
山
口

尚
芳
は
、
岩
倉
使
節
団
で
副
使
を
務
め
た
経
験
を
踏
ま
え
て
学
校
教
練
導
入
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
。

そ
の
上
で
、
岩
倉
使
節
団
が
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
与
え
た
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
以
下
の
二
点
を
本
稿
の
ま
と
め

と
し
て
提
起
し
た
い
。

（
一
）
岩
倉
使
節
団
は
、
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
を
主
張
す
る
人
物
を
多
く
生
み
出
し
た
。

「
建
白
書
」
で
学
校
教
練
導
入
を
主
張
し
、
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ
意
見
書
」
の
提
案

者
の
一
人
と
な
っ
た
兵
部
省
理
事
官
山
田
顕
義
だ
け
で
な
く
、
元
老
院
議
官
に
限
っ
て
も
山
口
尚
芳
、
安
場
保
和
、
渡
邉
洪
基
の
岩
倉

使
節
団
出
身
の
三
議
官
は
、
学
校
教
練
導
入
に
賛
成
の
立
場
か
ら
元
老
院
で
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
欧
米
視
察
の
結
果
と
し
て
、「
自
主
・
独
立
」
の
気
概
を
国
民
が
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
の
認
識
を
も
た
ら
し
、
学
校
教
練
導

入
の
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
。

『
米
欧
回
覧
実
記
』
は
ス
イ
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
の
民
の
持
つ
「
自
主
・
独
立
」
の
気
概
を
評
価
し
、

岩
倉
使
節
団
の
副
使
を
務
め
た
山
口
尚
芳
は
、
ア
メ
リ
カ
市
民
の
独
立
を
尊
ぶ
「
氣
象
」
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
元
老
院
で
学
校
教
練

導
入
賛
成
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
に
お
け
る
学
校
教
練
導
入
の
主
眼
は
兵
役
年
限
短
縮
で
あ
っ
た
が
、「
活

潑
ノ
氣
象
」
の
涵
養
と
い
っ
た
学
校
教
練
の
精
神
的
教
育
効
果
も
元
老
院
の
議
論
で
は
学
校
教
練
導
入
の
目
的
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
山
田
自
身
も
「
建
白
書
」
の
中
で
「
国
権
」
の
保
護
と
と
も
に
「
其
身
所
有
ノ
権
」
の
保
障
を
軍
隊
の
存
在
理
由

に
挙
げ
て
は
い
た
。

の
ち
に
「
兵
式
体
操
」
と
い
う
形
で
初
等
・
中
等
普
通
教
育
機
関
の
男
性
に
学
校
教
練
を
義
務
付
け
た
森
有
礼
が
、
自
己
規
律
的
な
主



一
三
五

岩
倉
使
節
団
と
学
校
教
練
（
奥
野
）

体
の
育
成
を
目
指
し
た
こ
と
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、
森
に
は
学
校
と
軍
隊
が
異
な
る
原
理
で
動
い
て
い
る
と
い
う

認
識
が
欠
け
て
い
た
た
め
、
師
範
学
校
に
お
け
る
徹
底
し
た
「
兵
営
化
」
が
森
の
意
図
に
反
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
別
稿
で
指

摘
し
て
お
い
た）（（
（

以
上
、
山
田
顕
義
「
建
白
書
」
を
中
心
に
、
岩
倉
使
節
団
が
日
本
に
お
け
る
学
校
教
練
の
導
入
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
き

た
が
、
分
析
の
対
象
と
し
た
岩
倉
使
節
団
参
加
者
の
範
囲
は
元
老
院
議
官
に
と
ど
ま
っ
た
。
太
政
官
や
文
部
省
・
陸
軍
省
等
に
お
け
る
岩

倉
使
節
団
参
加
者
に
つ
い
て
の
分
析
は
未
着
手
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
（
）
久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
（
一
）』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
三
九
五
頁
。

（
（
）
軍
隊
に
お
け
る
兵
士
の
訓
練
に
起
源
を
持
つ
身
体
訓
練
は
、
練
兵
、
調
練
、
操
練
、
教
練
、
歩
兵
操
練
、
兵
式
体
操
等
と
記
さ
れ
る
。
本
稿
で

は
、
一
般
的
な
用
語
と
し
て
、
学
校
教
練
を
用
い
る
。

（
（
）
二
〇
一
〇
年
度
に
早
稲
田
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
「
兵
式
体
操
成
立
史
研
究
─
近
代
日
本
の
学
校
教
育
と
教
練
─
」（
第
五
五
七
〇

号
）。
こ
の
論
文
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
モ
ノ
グ
ラ
フ
版
『
兵
式
体
操
成
立
史
研
究
─
近
代
日
本
の
学
校
教
育
と
教
練
─
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
後
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
学
術
叢
書
版
『
兵
式
体
操
成
立
史
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
出
版
さ
れ
た
。

（
（
）
大
久
保
利
謙
編
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』
宗
高
書
房
、
一
九
七
六
年
、
一
二
一
頁
。

（
（
）
同
前
書
、
一
三
四
頁
。

（
（
）
『
明
治
文
化
全
集　

第
二
三
巻　

軍
事
篇　

交
通
篇
』
日
本
評
論
社
、
一
九
三
〇
年
。

（
（
）
同
前
書
、「
解
題
」
三
頁
。

（
（
）
前
掲
、
大
久
保
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』、
一
三
五
頁
。

（
（
）
「
随
行
官
員
理
事
官
等
ヘ
委
任
ノ
条
件
調
査
書
類
督
促
・
三
条
」（「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
明
治
四
年
〜
明
治
十
年
・
第
八
十
八
巻
・
外
国
交
際



一
三
六

三
十
一
・
諸
官
員
差
遣
三
」
国
立
公
文
書
館
本
館-（A

-00（-00

・
太00（（0（00

）

（
（0
）
同
前
。

（
（（
）
『
日
本
近
代
思
想
大
系
四　

軍
隊　

兵
士
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
九
一
頁
。

（
（（
）
早
稲
田
大
学
所
蔵
「
陸
軍
組
織
ニ
関
ス
ル
上
申
書 [

書
写
資
料]

」

（
（（
）
「
文
部
省
三
等
出
仕
田
中
不
二
麿
理
事
功
程
上
進
」（「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
明
治
四
年
〜
明
治
十
年
・
第
八
十
八
巻
・
外
国
交
際
三
十
一
・
諸

官
員
差
遣
三
」
国
立
公
文
書
館
本
館-（A

-00（-00

・
太00（（0（00

）

（
（（
）
前
掲
、『
明
治
文
化
全
集　

第
二
三
巻
』、「
解
題
」
三
頁
。

（
（（
）
「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

0（0（（0（（（00

、
記
録
材
料
・
理
事
官
山
田
顕
義
報
告
（
国
立
公
文
書
館
）」

（
（（
）
「
山
田
顕
義
と
山
県
有
朋
─
岩
倉
使
節
団
を
め
ぐ
る
両
者
の
確
執
─
」（『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集　

八　

明
治
維
新
の
人
物
像
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
、
一
九
二
─
一
九
八
頁
）。

（
（（
）
前
掲
、『
日
本
近
代
思
想
大
系
四　

軍
隊　

兵
士
』、
九
一
頁
。

（
（（
）
前
掲
、
大
久
保
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』、
一
六
六
頁
。

（
（（
）
同
前
書
、
二
〇
四
頁
。

（
（0
）
同
前
書
、
二
〇
〇
頁
。

（
（（
）
前
掲
、『
日
本
近
代
思
想
大
系
四　

軍
隊　

兵
士
』、
九
一
頁
。

（
（（
）
同
前
書
、
九
四
─
九
五
頁
。

（
（（
）
木
村
吉
次
『
日
本
近
代
体
育
思
想
の
形
成
』
杏
林
書
院
、
一
九
七
五
年
、
九
五
頁
。

（
（（
）
同
前
。

（
（（
）
前
掲
、『
兵
式
体
操
成
立
史
の
研
究
』、
三
八
頁
。

（
（（
）
同
前
。

（
（（
）
前
掲
、『
日
本
近
代
思
想
大
系
四　

軍
隊　

兵
士
』、
一
〇
七
頁
。

（
（（
）
同
上
書
、
一
〇
七
─
一
〇
八
頁
。

（
（（
）
前
掲
、『
兵
式
体
操
成
立
史
の
研
究
』、
六
六
頁
。
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岩
倉
使
節
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と
学
校
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練
（
奥
野
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（
（0
）
『
米
欧
回
覧
実
記
』
奥
付
は
「
明
治
十
一
年
十
月
刊
行
」
で
あ
る
が
、
大
久
保
利
謙
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
発
刊
は
翌
明
治
一
二
年
三
月
で
あ
る

（
前
掲
、
大
久
保
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』、
一
四
五
頁
）。

（
（（
）
前
掲
、『
兵
式
体
操
成
立
史
の
研
究
』、
三
三
─
三
六
頁
。

（
（（
）
田
中
彰
『
岩
倉
使
節
団　

明
治
維
新
の
な
か
の
米
欧
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
七
年
、
一
六
一
頁
な
ど
。

（
（（
）
久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
（
四
）』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
一
頁
。

（
（（
）
久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
（
五
）』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
七
一
頁
。

（
（（
）
久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
（
三
）』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
三
三
九
頁
。

（
（（
）
成
田
十
次
郎
『
近
代
ド
イ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
史
Ⅰ　

学
校
・
社
会
体
育
の
成
立
過
程
』
不
昧
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
、
五
八
一
─
五
八
三
頁
。

（
（（
）
文
部
省
『
理
事
功
程
』
巻
之
十
一
、
一
八
七
五
年
（『
明
治
初
期
教
育
稀
覯
書
集
成
』
第
Ⅲ
期
、
雄
松
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
）。
ち
な
み
に
、

中
学
校
の
場
合
は
、
宗
教
、
獨
乙
語
、
羅
甸
語
、
希
臘
語
、
佛
語
、
數
学
、
物
理
學
、
博
物
學
、
地
理
、
歴
史
、
習
字
、
圖
画
が
課
目
と
し
て
列

挙
さ
れ
、「
右
課
目
ノ
外
唱
歌
及
ヒ
體
操
ノ
演
習
ア
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）
前
掲
、『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
（
五
）』、
五
六
頁
。

（
（（
）
田
中
彰
『
岩
倉
使
節
団
の
歴
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
八
─
一
五
六
頁
。

（
（0
）
大
日
方
純
夫
・
我
部
政
男
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」（『
元
老
院
日
誌　

第
一
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
八
一
年
、
五
頁
）。

（
（（
）JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

0（0（0（（（（00

、
単
行
書
・
元
老
院
会
議
筆
記
・
第
百
四
十
六
号
・
十
二
（
国
立
公
文
書
館
）、

第
四
五
画
像
目
。
他
の
四
人
は
佐
野
常
民
、
中
島
信
行
、
細
川
潤
次
郎
、
津
田
出
で
あ
る
。

（
（（
）
元
老
院
章
程
第
七
条
（
前
掲
、『
元
老
院
日
誌　

第
一
巻
』、
九
一
六
頁
）。

（
（（
）JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

0（0（0（（（（00
、
単
行
書
・
元
老
院
会
議
筆
記
・
号
外
・
自
第
二
十
号
至
第
二
十
八
号
・
三
（
国

立
公
文
書
館
）、
第
一
九
八
画
像
目
。

（
（（
）
こ
れ
は
、
学
校
教
練
修
了
者
に
早
期
帰
休
を
「
権
利
」
と
し
て
保
障
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
詳
し
く
は
前
掲
、『
兵
式
体
操
成
立
史
の

研
究
』、
一
四
七
─
一
四
九
頁
参
照
。

（
（（
）
前
掲
、JA

CA
R:A

0（0（0（（（（00

、
第
一
九
七
─
一
九
八
画
像
目
。

（
（（
）
号
外
第
二
七
号
「
公
立
学
校
ニ
於
テ
兵
隊
教
練
ノ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ノ
意
見
書
」
を
め
ぐ
る
元
老
院
の
議
論
は
、「
開
明
的
」
な
山
田
顕
義
「
建
白



一
三
八

書
」
と
は
異
質
な
も
の
と
す
る
先
行
研
究
も
存
在
す
る
が
（
木
村
吉
次
『
日
本
近
代
体
育
思
想
の
形
成
』
杏
林
書
院
、
一
九
七
五
年
）、
適
切
で
な

い
と
考
え
る
。
詳
し
く
は
前
掲
、『
兵
式
体
操
成
立
史
の
研
究
』、
一
六
三
─
一
六
五
頁
。

（
（（
）
前
掲
、
田
中
『
岩
倉
使
節
団
の
歴
史
的
研
究
』、
三
二
九
頁
。

（
（（
）
山
崎
渾
子
『
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
宗
教
問
題
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
六
八
頁
。

（
（（
）
同
前
書
、
六
九
頁
。

（
（0
）
前
掲
、JA

CA
R:A

0（0（0（（（（00

、
第
二
〇
一
画
像
目
。

（
（（
）
前
掲
、『
日
本
近
代
思
想
大
系
四　

軍
隊　

兵
士
』、
九
一
頁
。

（
（（
）
前
掲
、JA

CA
R:A

0（0（0（（（（00

、
第
二
一
七
画
像
目
。

（
（（
）
同
前
、JA

CA
R:A

0（0（0（（（（00

、
第
二
一
八
画
像
目
。

（
（（
）
同
前
、JA

CA
R:A

0（0（0（（（（00

、
第
二
二
五
─
二
二
六
画
像
目
。

（
（（
）JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

0（0（0（（（（00

、
単
行
書
・
元
老
院
会
議
筆
記
・
自
第
二
百
七
号
至
第
二
百
十
八
号
・
十
九
（
国

立
公
文
書
館
）、
第
一
六
三
画
像
目
。

（
（（
）
同
前
、JA

CA
R:A

0（0（0（（（（00

、
第
一
七
八
─
一
七
九
画
像
目
。

（
（（
）
南
北
戦
争
の
際
、
南
軍
の
発
注
で
イ
ギ
リ
ス
で
建
造
さ
れ
た
ア
ラ
バ
マ
号
が
、
北
軍
の
船
舶
捕
獲
に
従
事
し
た
こ
と
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
が
イ

ギ
リ
ス
の
中
立
違
反
を
主
張
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
。

（
（（
）
前
掲
、『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
（
五
）』、
一
〇
七
頁
。

（
（（
）
前
掲
、
田
中
『
岩
倉
使
節
団
の
歴
史
的
研
究
』、
三
三
一
頁
。

（
（0
）
前
掲
、Ref.A

0（0（0（（（（00

、
第
一
五
八
画
像
目
。

（
（（
）
同
前
、Ref.A

0（0（0（（（（00

、
第
一
六
四
画
像
目
。

（
（（
）
同
前
、Ref.A

0（0（0（（（（00

、
第
一
六
一
画
像
目
。

（
（（
）
前
掲
、
大
久
保
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』、
一
六
六
頁
。

（
（（
）JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

0（0（0（（（（00

、
単
行
書
・
元
老
院
会
議
筆
記
・
三
十
二
（
国
立
公
文
書
館
）、
二
〇
画
像
目
。

（
（（
）
同
前
、Ref.A

0（0（0（（（（00

、
第
二
六
画
像
目
。



一
三
九

岩
倉
使
節
団
と
学
校
教
練
（
奥
野
）

（
（（
）
犬
塚
孝
明
『
森
有
礼
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
二
五
九
頁
）
及
び
長
谷
川
精
一
『
森
有
礼
に
お
け
る
国
民
的
主
体
の
創
出
』（
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
七
八
頁
）。

（
（（
）
前
掲
、『
兵
式
体
操
成
立
史
の
研
究
』、
三
一
六
─
三
一
七
頁
。

（
立
正
大
学
非
常
勤
講
師
・
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）


